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1. 2025年12月期第3四半期の連結業績（2025年1月1日～2025年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第3四半期 10,149 18.5 923 45.6 833 49.1 563 49.6

2024年12月期第3四半期 8,565 12.4 634 20.2 558 16.4 376 18.1

（注）包括利益 2025年12月期第3四半期　　563百万円 （49.6％） 2024年12月期第3四半期　　376百万円 （18.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年12月期第3四半期 48.80 ―

2024年12月期第3四半期 32.91 32.81

(注）2025年12月期第3四半期の潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年12月期第3四半期 15,199 5,308 34.9

2024年12月期 15,335 4,964 32.4

（参考）自己資本 2025年12月期第3四半期 5,308百万円 2024年12月期 4,964百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 ― 0.00 ― 19.00 19.00

2025年12月期 ― 0.00 ―

2025年12月期（予想） 19.50 19.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年12月期の連結業績予想（2025年 1月 1日～2025年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,076 6.5 1,214 8.4 1,092 7.2 739 4.2 64.08

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期3Q 11,548,000 株 2024年12月期 11,548,000 株

② 期末自己株式数 2025年12月期3Q 113 株 2024年12月期 66 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期3Q 11,547,895 株 2024年12月期3Q 11,450,262 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。そのため、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「1．経営成績等の概況（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、好調な企業業績を背景として設備投資や個人消費が持ち直

し、雇用・所得環境の改善も進むなかで、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、地政学リスクの長期化

や、米国通商政策の不確実な展開に加え、物価上昇による消費者マインド低下懸念等により、経済全体の先行きは

依然として不透明な状況となりました。

　不動産関連業界におきましては、日本銀行による政策金利の引き上げに伴って住宅ローン金利は上昇傾向にある

ものの、依然として低水準な金利環境は続いており、住宅需要は堅調に推移いたしました。なお、営業エリアにお

ける当四半期連結累計期間の中古住宅の成約件数は、兵庫県・大阪府で前年同期比23.2％増加（近畿レインズ調

べ）、愛知県で同26.9％増加（中部レインズ調べ）、東京都で同34.0％増加（東日本レインズ調べ）となりまし

た。

　このような経営環境のなかで当社グループにおきましては、フィービジネスとリフォームの連携強化（収益

面）、開発分譲事業の推進（事業規模の拡大）など、ワンストップ体制のシナジー最大化戦略に注力することで、

引き続き持続的成長と高収益な事業基盤の強化に取り組みました。

　まず、流通事業においては、新規出店と自社サイトをはじめとしたネット集客の強化策が奏功し、住宅を購入さ

れるお客様の来店件数が前年同期比14.7％、購入の成約件数が同8.0％それぞれ増加いたしました。 そのうえで、

流通事業での中古物件の取扱件数も同10.6％増加し、ワンストップサービスの提案機会が増加した結果、「中古×

リフォーム×ＦＰ」の引渡件数が同7.4％増加するなど、「フィービジネスとリフォーム」の業績が堅調に推移

し、グループ全体の売上高営業利益率が向上いたしました。

　次に、開発分譲事業において、関西圏を中心に自社分譲物件等の引渡が順調に進捗しており、売上高を牽引いた

しました。また、流通店舗に集まる売主様直接の売却情報を活用するなど、関西圏及び中部圏の販売用不動産の仕

入にも積極的に取り組んだ結果、開発分譲事業の棚卸資産が前期末と比べて14.0％増加いたしました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高10,149百万円（前年同期比18.5％増）、営業利

益923百万円（同45.6％増）、経常利益833百万円（同49.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益563百万円

（同49.6％増）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　流通事業におきましては、売却物件の獲得に注力したことにより、売却の成約件数が前年同期比8.5％増加いた

しました。また、東京圏や大阪市内での店舗出店等により、手数料単価が購入において同7.0％、売却において同

7.8％それぞれ増加するとともに、営業利益率が向上いたしました。この結果、売上高は2,871百万円（前年同期

比15.9％増）、営業利益は805百万円（同28.1％増）となりました。

　リフォーム事業におきましては、流通店舗に来店されたお客様に対し、住宅購入の検討段階から積極的にリフ

ォームを提案する営業戦略が奏功する等、「中古×リフォーム」の契約件数が前年同期比9.1％、請負契約単価が

同5.0％それぞれ増加いたしました。また、第３四半期末の受注残高は1,040百万円（同31.1％増）となりまし

た。なお、営業エリア拡大に伴う人員増加やオフィスの移転拡張等の費用が発生しております。この結果、売上

高は1,450百万円（前年同期比7.6％減）、営業利益は221百万円（同12.6％減）となりました。

　開発分譲事業におきましては、流通店舗に集まる顧客情報を積極的に活用した販売活動が奏功する等、自社分譲

物件等の契約件数が前年同期比15.1％増加しており、年末までに順次引渡を行ってまいります。また、在庫回転率

向上のため一部の分譲地に関して販売価格を見直す等により、引渡件数が同40.5％増加いたしました。この結果、

売上高は5,627百万円（前年同期比26.2％増）、営業利益は258百万円（同14.9％増）となりました。

　賃貸事業におきましては、商業施設（兵庫県宝塚市）において、昨年11月に新規テナントが開業したことによ

り入床率が前年同期比11.6ポイント向上し、賃料収入も増加いたしました。また、同施設において新規テナント

契約が完了しており、2025年11月にオープンを予定しております。この結果、売上高は176百万円（前年同期比

3.9％増）、営業損失17百万円（前年同期は営業損失19百万円）となりました。

　不動産取引派生事業におきましては、流通事業と開発分譲事業の取扱件数増加により、住宅ローン事務代行手数

料の売上高が前年同期比4.9％、損害保険代理店手数料の売上高が同4.9％それぞれ増加いたしました。併せて、紹

介商品群の強化による紹介単価向上施策が奏功し、引越しや家具等の各種紹介業務の売上高が同78.9％増加いたし

ました。この結果、売上高は183百万円（前年同期比29.3％増）、営業利益は90百万円（同47.3％増）となりまし

た。

　その他の事業におきましては、経営コンサルティング業務を行う「ウィルスタジオ」において、新卒採用やマネ

ジメント研修等の各種コンサルティングの受注に合わせて、不動産検索サイトの制作受注も堅調に進捗し、営業利

益率が向上するとともに、営業利益が前年同期比6.1％増加いたしました。この結果、売上高は176百万円（前年同

期比0.1％減）、営業利益は40百万円（同10.2％増）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末より136百万円減少し、15,199百万円

となりました。

　流動資産の残高は、前連結会計年度末より44百万円減少し、9,618百万円となりました。主な要因といたしまし

ては、販売用不動産の仕入等により現金及び預金が1,032百万円減少した一方で、棚卸資産（販売用不動産及び未

成工事支出金等）が921百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が16百万円、その他が50百万円それぞれ増加した

ことによるものであります。

　固定資産の残高は、前連結会計年度末より91百万円減少し、5,548百万円となりました。主な要因といたしまし

ては、保有目的変更に伴った固定資産の棚卸資産への振替等により有形固定資産合計が82百万円、投資その他の資

産合計が８百万円それぞれ減少したことによるものであります。

（負債）

　流動負債の残高は、前連結会計年度末より879百万円減少し、5,749百万円となりました。この要因といたしまし

ては、新築戸建をはじめとした自社分譲物件の販売等に伴い１年内返済予定の長期借入金が627百万円、１年内償

還予定の社債が300百万円、未払法人税等が192百万円、支払手形及び買掛金132百万円、その他が194百万円それぞ

れ減少した一方で、短期借入金が568百万円増加したことによるものであります。

　固定負債の残高は、前連結会計年度末より398百万円増加し、4,141百万円となりました。主な要因といたしまし

ては、開発分譲事業における仕入資金等を目的に長期借入金が411百万円、その他が８百万円増加した一方で、社

債が21百万円減少したことによるものであります。

（純資産）

　純資産の残高は、前連結会計年度末より344百万円増加し、5,308百万円となりました。主な要因といたしまして

は、親会社株主に帰属する四半期純利益を563百万円計上した一方で、2024年12月期の期末配当金を219百万円実施

したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期連結業績予想につきましては、「中古×リフォーム×ＦＰ」の契約件数が増加し、自社分譲物件の販売計画

も順調に推移しているものの、日本銀行の金利政策動向や国外経済の減速懸念等の不確実性等を保守的に勘案した

結果、前回発表（2025年２月13日）予想を据え置いております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,316 1,283

受取手形、売掛金及び契約資産 869 886

販売用不動産 2,356 2,467

未成工事支出金 3,862 4,669

未成業務支出金 1 4

商品及び製品 12 13

その他 244 294

流動資産合計 9,662 9,618

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,377 1,382

土地 3,148 3,143

信託建物 627 627

信託土地 699 699

その他 141 144

減価償却累計額 △957 △1,041

有形固定資産合計 5,036 4,954

無形固定資産

のれん 4 -

その他 28 33

無形固定資産合計 33 33

投資その他の資産 569 560

固定資産合計 5,640 5,548

繰延資産 32 32

資産合計 15,335 15,199

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 423 290

短期借入金 2,907 3,475

１年内償還予定の社債 947 647

１年内返済予定の長期借入金 1,135 507

未払法人税等 286 94

その他 927 732

流動負債合計 6,628 5,749

固定負債

社債 1,235 1,214

長期借入金 2,413 2,825

その他 92 101

固定負債合計 3,742 4,141

負債合計 10,371 9,890

純資産の部

株主資本

資本金 322 322

資本剰余金 242 242

利益剰余金 4,399 4,743

自己株式 △0 △0

株主資本合計 4,964 5,308

純資産合計 4,964 5,308

負債純資産合計 15,335 15,199

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日

　至　2025年９月30日)

売上高 8,565 10,149

売上原価 7,247 8,525

売上総利益 1,317 1,624

販売費及び一般管理費 683 701

営業利益 634 923

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 0 0

受取家賃 5 9

その他 5 4

営業外収益合計 11 15

営業外費用

支払利息 45 61

その他 40 42

営業外費用合計 86 104

経常利益 558 833

税金等調整前四半期純利益 558 833

法人税、住民税及び事業税 139 207

法人税等調整額 42 62

法人税等合計 182 270

四半期純利益 376 563

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 376 563

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日

　至　2025年９月30日)

四半期純利益 376 563

四半期包括利益 376 563

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 376 563

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

流通
リフォー

ム
開発分譲 賃貸

不動産
取引派生

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 2,228 1,394 4,458 1 142 8,225 172 8,397 - 8,397

その他の収益 - - - 168 - 168 - 168 - 168

外部顧客への売上高 2,228 1,394 4,458 169 142 8,393 172 8,565 - 8,565

セグメント間の内部売上高又

は振替高
248 174 - - - 423 4 427 △427 -

計 2,477 1,569 4,458 169 142 8,817 176 8,993 △427 8,565

セグメント利益又は損失（△） 628 253 224 △19 61 1,148 36 1,185 △551 634

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

流通
リフォー

ム
開発分譲 賃貸

不動産
取引派生

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 2,587 1,401 5,627 4 183 9,804 173 9,978 - 9,978

その他の収益 - - 0 171 - 171 - 171 - 171

外部顧客への売上高 2,587 1,401 5,627 176 183 9,975 173 10,149 - 10,149

セグメント間の内部売上高又

は振替高
283 49 - - 0 332 2 334 △334 -

計 2,871 1,450 5,627 176 183 10,308 176 10,484 △334 10,149

セグメント利益又は損失（△） 805 221 258 △17 90 1,357 40 1,398 △475 923

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

　　　　Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2024年１月１日　至 2024年９月30日）

　　　　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　　　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う
コンサルティング業務、広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、受託販売事業等を含ん
でおります。

　　　　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△551百万円には、セグメント間取引消去△95百万円及び各
報告セグメントに配分していない全社費用△455百万円が含まれております。全社費用は、主に報告
セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　　該当事項はありません。

　　　　　Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2025年１月１日　至 2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　　　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、当社グループが行う
コンサルティング業務、広告制作業務（受託販売物件に関するものを除く）、受託販売事業等を含ん
でおります。

　　　　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△475百万円には、セグメント間取引消去△29百万円及び各
報告セグメントに配分していない全社費用△445百万円が含まれております。全社費用は、主に報告
セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日
　至　2024年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年１月１日
　至　2025年９月30日）

　減価償却費 95百万円 94百万円

　のれんの償却額 6 4

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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